
あ
り
が
と
う
、

　
　
　
第
三
小
学
校

２
2016.№603

■Contents　■できごと…２ｐ　■連載・特集…７ｐ　■お知らせ…９ｐ　

２
2016.№603
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平
成
28
年
川
内
村
消
防
出
初
式

　

川
内
村
消
防
出
初
式
が
１
月
10
日
（
日
）
川

内
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
団
員
53
名
、
婦

人
消
防
隊
員
44
名
が
防
火
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
式
の
前
に
は
、
下
川
内
諏
訪

神
社
で
村
長
を
は
じ
め
、
川
内
村
消
防
団
幹
部
・

婦
人
消
防
隊
幹
部
の
出
席
の
も
と
無
火
災
祈
願

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
秋
元
公
男
団
長
が
「
自
分
達
の
地

域
は
自
分
達
で
守
る
！
と
い
う
消
防
精
神
の
も

と
、
更
な
る
防
火
啓
蒙
活
動
を
繰
り
返
し
、
無

火
災
の
記
録
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
、
団
員
、

隊
員
一
丸
と
な
り
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。出

初
め
式
と

　

無
火
災
祈
願

第
53
回
藤
村
記
念
歴
程
賞　

受
賞

　

平
成
27
年
11
月
23
日
東
京
都
飯
田
橋
に
て
、「
川

内
村
」
が
第
53
回
『
藤
村
記
念
歴
程
賞
』
を
受
賞

し
て
き
ま
し
た
。

　
「
歴
程
」
は
草
野
心
平
氏
や
中
原
中
也
氏
に
よ
っ

て
昭
和
10
年
に
創
刊
さ
れ
、
現
在
の
同
人
は
、
日

本
全
国
に
会
員
を
有
す
る
、
詩
の
世
界
で
は
大
き

な
役
割
の
現
代
詩
の
同
人
で
あ
る
。
今
回
「
歴
程

同
人
」
か
ら
、
下
記
の
理
由
に
よ
り
、「
川
内
村
」

は
名
誉
あ
る
こ
の
賞
を
受
賞
し
、
遠
藤
村
長
が
表

彰
状
と
記
念
品
を
受
領
し
て
き
ま
し
た
。

【
受
賞
理
由
】　

　

草
野
心
平
が
愛
し
た
川
内
村
は
、
被
災
地
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
天
山
祭
り
を
続
け
て
開
催
し
、
そ

こ
か
ら
全
国
に
勇
気
、
元
気
、
希
望
な
ど
を
発
信

さ
せ
ま
し
た
。
今
年
は
、
天
山
祭
り
50
回
の
節
目

の
年
で
も
あ
り
、
詩
を
尊
ぶ
精
神
を
中
心
に
据
え

て
生
活
し
て
い
る
川
内
村
を
賞
し
た
い
。

【
受
賞
記
念
品
】

　

表
彰
状
と
賞
金
50
万
円
お
よ
び
草
野
心
平
日
記

�

（
全
7
巻
）

できごと

※受賞してきた表彰状は、あぶくま
民芸館に展示しております。
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特
養
施
設
長　

挨
拶

　

平
成
28
年
１
月
１
日
よ
り
社
会
福
祉
法
人
千

翁
福
祉
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ
う
ち
の

施
設
長
に
就
任
し
ま
し
た
、
林
光
浩
と
申
し
ま

す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ
う
ち
は
、
復

興
の
一
つ
と
し
て
、
川
内
村
の
村
民
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
佐
川
文
彦
理
事
長
の

も
と
職
員
一
致
団
結
し
て
、
入
所
者
と
ご
家
族

様
が
笑
顔
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、
村
民
の
皆
様
が
気
兼
ね
な
く
集
ま
れ

る
よ
う
な
、
施
設
作
り
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
い
た
だ
き
健
全
な
施
設
運
営
を
行
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

双
葉
警
察
署
長
感
謝
状
受
賞

　

富
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
川
内
分
会

　

川
内
村
内
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

昨
年
12
月
28
日
に

葉
町
の
双
葉
警
察
署
臨

時
庁
舎
に
お
い
て
双
葉
警
察
署
長
よ
り
富
岡
地

区
交
通
安
全
協
会
川
内
分
会
と
川
内
村
内
見
守

り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

富
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
川
内
分
会
は
、
交

通
事
故
防
止
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ

た
こ
と
、
川
内
村
内
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、

犯
罪
を
止
め
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
警
察
活
動

へ
の
協
力
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

交安協川内分会長　秋元政志さん

施設長

林　光浩さん

川
内
村
災
害
公
営
住
宅
に
木
製
椅
子
寄
贈

　

12
月
22
日
、
双
葉
地
方
森
林
組
合
長
、
農
林

中
央
金
庫
福
島
支
店
長
が
川
内
村
災
害
公
営
住

宅
を
訪
れ
、
川
内
村
に
福
島
県
産
材
利
用
（
田

村
地
方
の
ス
ギ
）
を
使
っ
て
製
作
し
た
木
製
の

椅
子
50
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
林
中
央
金
庫
（
有
田
吉
弘
福
島
支
店
長
）

で
は
、
復
興
支
援
の
取
り
組
み
の
一
部
と
し
て
、

被
災
地
に
お
け
る
森
林
組
合
の
木
製
品
等
の
寄

贈
を
行
っ
て
お
り
、
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長
（
秋
元
公
夫
双
葉
地
方
森
林
組

合
長
）
が
川
内
村
災
害
公
営
住
宅
に
木
製
の
椅

子
を
設
置
し
て
、
入
居
者
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
憩
い
の
場
と
な
れ
ば
と
寄
贈
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
入
居
者
が
見
守
る
中
、
秋
元

公
夫
双
葉
地
方

森
林
組
合
長
か

ら
建
設
課
長
に

目
録
が
手
渡
さ

れ
、
贈
呈
後
、

各
戸
に
２
基
ず

つ
設
置
さ
れ
、

入
居
者
は
あ
た

た
か
い
気
持
ち

に
感
謝
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

できごと

大切に使わせていただきます
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できごと

川
内
中
学
校　

そ
ば
打
ち
体
験

　

12
月
９
日
（
水
）、
い
わ
な
の
郷
体
験
交
流

館
に
て
、
家
庭
科
『
地
域
の
食
文
化
を
知
ろ
う
』

の
授
業
の
一
環
と
し
て
そ
ば
打
ち
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

講
師
に
渡
邉
常
秀
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
そ
ば

打
ち
の
行
程
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
様
子

で
作
業
に
取
り
組
み
、
最
後
は
打
ち
立
て
の
そ

ば
を
美
味
し
く
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
川
内

村
の
特
産
品
で
あ
る
そ
ば
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
施
に
あ
た
り
、
そ
ば
粉
の
提
供
、
講
師
派

遣
等
で
村
関
係
各
所
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
１
回
書
道
教
室
講
座
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　

平
成
27
年
12
月
16
日（
水
）、堀
本
雄
一
郎（
雅

号　

幽
洞
）
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
書
道

教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
書
」
に
つ
い
て
講
師
か
ら
講
話
を
い
た
だ

い
た
後
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
３
つ
の

お
手
本
か
ら
選

択
し
、
書
写
を
行

い
ま
し
た
。

　

震
災
後
初
め

て
の
書
道
教
室

を
通
じ
て
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん

の
世
代
間
交
流

が
で
き
ま
し
た
。

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
附
金

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
島
県		

滝　

田　

良　

子　
様

�

５
０
０
、０
０
０
円

大
阪
府　
　

か
な
も
と
税
理
士
事
務
所

　

		


金　

本　

清　

美　
様　

�
２
０
、０
０
０
円

千
葉
県		

秋　

元　

誠　

司　
様

�

１
０
、０
０
０
円

東
京
都		

蓬　

田　

幸　

二　
様

　

�

５
０
、０
０
０
円

東
京
都		

大
和
田　

由　

紀　
様

�

５
０
、０
０
０
円

福
島
県　
　

浅
川
町
婦
人
会
・
交
通
安
全
母
の
会

　
　

会
長	

人　

見　

美　

智　
様

�

２
４
、２
６
８
円

　

ご
寄
付
は
村
づ
く
り
な
ど
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、
公
開
に
つ
い
て
確
認

が
で
き
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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小正月
　１月13日（水）老人クラブの方々に小正月飾
りのだんごさしをご指導いただきました。紅白
のだんごをこねて丸め、ゆでただんごをミズキ
の木にさし、１年の健康祈願をしました。

デイサービスセンター訪問
　12月18日（金）デイサービスセンターを訪問
し、高齢者と交流しました。
　園児たちは、元気に歌や指遊びを披露し、肩
たたきのプレゼントをしました。おじいさん・
おばあさんも園児たちのあどけない仕草や表情
にやさしく笑みを浮かべていました。

保育交流を行いました♪
　12月17日（木）棚倉町の棚倉保育園第二園舎
を訪問し、保育の交流をしました。スコップで
穴を掘ったり、丸太を運んで自作の遊具を作っ
たり、木登りに夢中になるなどはじめてあった
お友だちと仲よく遊びました。

地域の方々との交流
　12月16日（水）30tプロジェクトの皆さんか
らたくさんのお菓子のクリスマスプレゼントを
頂きありがとうございました。また、村内のボ
ランティアの方々にクリスマスのバント演奏や
餅つき大会などを行って頂き、大盛り上がりで
した。

できごとできごと

かわうち保育園　イベント報告

丸太は重かったけど
とっても楽しかったです！
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できごと

善
意
の
遺
志
金

�
な
ら
び
に
ご
寄
付

　

次
の
方
か
ら
、
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

＊
ご
遺
志
金

・
大
森
吉
亥
様
（
坂
シ
内
）

　

故 

大
森
作
造
様　

ご
遺
志

・
三
瓶
博
史
様
（
舘　

屋
）

　

故 

三
瓶
智
永
様　

ご
遺
志

・
安
藤
正
則
様
（
大　

平
）

　

故 

安
藤
ク
ニ
ヨ
様　

ご
遺
志

＊
一
般
ご
寄
付

・
望
月
威
男
様
（
静
岡
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
会
長

・
望
月
隆
司
（
田
村
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
代
表
取
締
役

歳末たすけあい募金にご協力ありがとうございました。
　《つながり ささえあう みんなの地域づくり》をスローガンに実施されました

歳末たすけあい運動は、村民みなさまの温かいご協力により、以下の募金が寄せられました。
　募金募集にご協力をくださいました各婦人会の役員さん、班長さん、

お忙しい中の募集ありがとうございました。

歳末たすけあい募金総額 ９６０，０００円
歳末たすけあい法人募金 ３８０，０００円

　（法人名）敬称略あいうえお順
有限会社 アパレルエンドー
株式会社 あぶくま川内
有限会社 遠藤きのこ園
有限会社 遠藤モーター商会
大和田建設株式会社
株式会社 大林組富岡町ＪＶ工事事務所
有限会社 川内自動車整備工場
川内村復興有限責任事業組合
有限会社 川内工業
有限会社 河原組
企業組合かわうちオフィスサービス
合同会社 かわうち屋
企業組合 かわうちとくさん
株式会社 菊池製作所川内工場
有限会社 協川興業
株式会社 KiMiDoRi
コドモエナジー株式会社

株式会社 小松屋
郡山信用金庫川内支店
有限会社 佐久間工務店
有限会社 三瓶組
有限会社 佐和屋
有限会社 志賀林業
株式会社 ニーズ
有限会社 フタバ精機川内工場
ふたば農業協同組合川内支店
双葉地方森林組合
丸川建設株式会社
有限会社 モード・マミ
株式会社 緑樹
有限会社 やまとや
有限会社 渡邉商店
株式会社 渡辺重建
有限会社 わたや

　
歳末たすけあい戸別募金　580,000円

区別 婦人会支部別 金　　額 区別 婦人会支部別 金　　額
１ 高 田 島 100,000円 ６ 手 古 岡 37,000円
２ 第 ２ 区 30,000円 ７ 東 　 山 65,000円
３ 上 川 内 105,000円 ８ 毛 　 戸 30,000円
４ 持 　 留 70,000円 荻・下川内仮設

26,000円
５ 下 川 内 74,000円 災害公営住宅
６ 西 　 山 40,000円 あさかの杜仮設 3,000円
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　皆さんこんにちは。川内生まれ川内育ちの秋元夕佳
です。川内村は私がずっと育ってきた故郷で、春の暖
かな日差し、夏の朝のさわやかな空気、秋の虫の音色、
冬の夜の澄んだ空気とどこまでも続く満天の星空など
の豊かな自然が大好きです。
　川内村の皆さんも大好きで、楽しくお話しさせて頂
いたり、スポーツを通して交流したり、いろいろな場
面でたくさんの方との繋がりが出来て、毎日笑顔がた
えません、皆さん本当にありがとうございます。まだ
まだ未熟者ですが、これからもよろしくお願い致しま
す。
　これからの目標は、一生懸命川内村の生活を楽しむ事です！
　よろしくお願い致します！

 �
 ■次号の人紹介 　�次回は 大田明子 さんをご紹介します。

連載・特集

聞いてくんちぇ♪

秋元　夕佳 さん

小
さ
き
手
を
鳴
ら
し
て
孫
の
初
詣　
　

安

志

一
本
杉
の
唄
し
ん
み
り
と
雪
し
ん
し
ん

魚
市
や
年
取
り
さ
か
な
子
に
ま
か
せ  　

き
い
ち

杵

音

は

昔

語

り

よ

餅

仕

上

げ 

卓
上
に
お
に
柚
子
飾
る
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス  　

美
智
子

エ
プ
ロ
ン
の
動
物
も
よ
う
冬
ご
も
り

友
の
愚
痴
聞
き
て
止
ま
ら
ぬ
時
雨
か
な 　

  

山

雀

風
鳴
る
や
首
を
す
く
め
て
冬
支
度

黄

昏

に

紅

葉

拾

い

て

栞

と

す   　

さ

と

夕
暮
れ
に
凛
々
し
さ
見
せ
て
木
守
柿

波
の
花
師
走
の
磯
に
咲
き
に
け
り  　

英

水

白

菜

の

収

穫

終

え

て

畑

了

う

急
か
さ
れ
て
囲
ふ
大
根
小
百
姓　

  

美

穂

生
き
て
在
る
こ
と
つ
く
づ
く
と
冬
銀
河

◆
先
ず
一
句
を
作
っ
て
み
よ
う

　
俳
句
は
十
七
の
文
字
を
巧
み
に
使
っ
て
作
る
文
学
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
中
に
、

季
節
の
言
葉
を
入
れ
る
と
い
う
制
約
も
あ
る
が
、だ
か
ら
と
言
っ
て
決
し
て
む
ず
か

し
い
文
章
に
す
る
必
要
は
な
い
。
見
た
ま
ま
、
聞
い
た
ま
ま
を
、
書
け
ば
良
い
。
そ

れ
で
立
派
な
俳
句
が
出
来
上
が
る
。
先
ず
は
一
句
を
作
っ
て
み
よ
う
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

安
　
志

川
内
俳
句
会 

十
二
月
句
会
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●マラソン大会事務局紹介
　昨年11月からマラソン参加経験が豊富な役場
の方など数名のメンバーと専門家を交えて大会運
営について協議を繰り返して検討委員会、実行委
員会開催の準備を始め、12月に教育委員会生涯
学習係内に大会事務局が置かれることになりまし
た。専任スタッフは１名ですが、教育長、教育課
のメンバー全員でお問い合わせ対応やポスター、
チラシ選定などにあたり、毎日わいわいと準備を
進めています。

●どんなマラソン大会にしたいか
　大会名称「川内の郷

さと

かえるマラソン～復興から
創生への折り返し～」は、５つの候補がある中か
ら選ばれました。「かえる」にはカエル、帰る、
変えるなどいろいろな意味がありますが、村から
離れて暮らしている方だけでなく、今回のマラソ

ンへの参加をきっかけに初めて村を訪れた方に、
「また来年もこの大会に（帰って）来たい！」と思っ
ていただいて毎年来てもらえるような大会にする
のが目標です。

●どんなところを楽しんでもらいたいか
　コースは、上川内、下川内の田んぼの真ん中を
通ります。田植えが始まる頃ですので、ぐるっと
山に囲まれた田園風景を眺めながら走って春の訪
れを感じていただきたいです。そして、ゴール後
は、ぜひ村内の施設へ立ち寄って、特産品を食べ
たり購入したりと村全体を楽しんでもらえればと
思います。
　また、村の方々には、給水や誘導などボランティ
アとしてランナーを支えることや、一生懸命走る
ランナーの方たちを沿道から応援することで参加
していただいて、大会を盛り上げ、楽しんでもら
えるとうれしいです。

●事務局からご案内
　走っても、走らなくても、マラソン大会自
体を楽しんでいただきたいです。
ボランティア募集、ランナー募集とも3月ま
で行っています。（詳しくは本誌17ページ及
び折込チラシをご参照ください。）ランナー
の方にとって一番うれしいのは沿道からの声
援だそうです。４月30日（土）には是非「沿
道応援団」として近くのコースまで足を運ん
で暖かい声援を送ってください！

連載・特集

各
種
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル　

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

平
成
24
年
7
月
、
あ
る
人
の
「
な
ん
か
運
動
し
た

い
ね
」
と
い
う
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
で
す
。体
育
館
に
週
1
回
定
期
的
に
集
ま
り
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
？
）、

素
振
り
の
準
備
運
動
を
し
て
か
ら
、
約
1
時
間
じ
ゃ

ん
け
ん
で
ダ
ブ
ル
ス
を
組
ん
で
、
笑
い
い
っ
ぱ
い
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
数
は
約
30
名

で
、
毎
週
の
練
習
会
は
10
～
15
人
位
で
す
が
、
新
年

会
と
暑
気
払
い
は
、
ほ
ぼ
全
員
参
加
で
す
。

　

運
動
し
て
、
大
声
で
笑
っ
て
、
た
ま
に
飲
み
食
い
。

楽
し
く
続
け
る
事
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

■
練
習
日　

毎
週
木
曜
日
19
時
～
21
時

■
場　

所　

3
月
ま
で
は
川
内
小
学
校
体
育
館

■
宴　

会　

新
年
会
と
暑
気
払
い

■
月
会
費　

１
、０
０
０
円

■
連
絡
先　

０
９
０-

７
３
２
３-

１
３
０
４　
　

伊
藤
美
帆
（
高
田
島
）
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お知らせ

貸与資格　
●高等学校、高等専門学校(高等看護学院若しく

は修学年限２年以上の専修学校を含む。)又は
大学(短大を含む。)に在学している方で、その
家族が村内に引続き２年以上住所を有し、永
住の見込みのある場合。

●修学上自宅通学が困難な場合。ただし、特別
な事情がある場合はこの限りでありません。

●品行が正しく、学業にすぐれ、身体が強健で
あること。

●経済的理由により修学が困難と認められる場
合。

●国県又は他の団体から同種類の奨学資金の貸
与・給与を受けていない。

貸与額及び寄与期間　
学校区分 貸与額 貸与期間
高等学校 月額 30,000円以内 在学する学校の

正規の就学期間
高等専門学校等 月額 30,000円以内

大学等 月額 50,000円以内

出願手続　
　奨学資金の貸与を希望する場合は、所定の必
要書類を３月31日（木）まで、本人・保護者・
保証人がそろって持参提出ください。

提出書類　
◎本人・奨学生願書（用紙は教育委員会までお

越しいただくか、又は村ホームページからダ
ウンロードしてください）

・在学（合格）証明書
・成績証明書（卒業予定学校又は在学中の学校

から、封印のまま）
・入学通知書
・借用書（用紙は教育委員会までお越しいただ

くか、又は村ホームページからダウンロード
してください）

・口座振替依頼書（債権者は、借入本人です。）
◎保証人（２名必要です）　
・所得証明書・資産証明書・納税証明書・印鑑

証明書（役場住民課で交付できます。詳しく
は役場住民課にお問い合わせください。）

＊保証人のうち１人は父母兄姉、又はこれに代
わる者、他の１人は独立の生計を営み奨学資
金返還の責を負い得る方です。

奨学資金の返還方法
　奨学資金は貸与期間満了後の月の1年後から貸与
総額により、下記の期間内に返還しなければなりま
せん。ただし、全部または一部を一時に返還するこ
とができます。*返還が滞ると基金制度であり、他
の利用者に不便をきたしかねませんので十分注意し
て下さい。

貸与を受けた奨学金総額 期間
600,000円以下   8年
600,001円～1,200,000円以下 10年
1,200,001円～2,400,000円以下 16年
2,400,001円～ 20年

在籍の確認　（貸与が２年目以降の方）

　毎年３月末日までに借入本人は「在学証明書」
と「成績証明書」(封印のもの)を教育委員会に提
出してください。

その他
（奨学生に重要な異動があったときは届出を）
　次のようなときは、保証人と連署して異動の
届出をお願いします・
・休学・復学及び転学又は退学したとき。
・本人及び保証人の身分、住所その他重要事項

に異動があった時。
（学校を休学したとき）
　奨学生が休学したときは、その期間は奨学資
金の貸与を休止します。

（奨学生が退学・卒業の見込みが無くなったら)
　次のようなときは、奨学資金の貸与を停止又
は廃止いたします。
・奨学生が死亡又は退学したとき。
・奨学生が疾病傷害などのため学業の見込みの

ないとき。
・学業成績又は操行が不良となったとき。
・奨学資金を必要としない事由が生じたとき。
・その他奨学生として適当でないとき。

＊奨学生が退学し、若しくは奨学資金を辞退
し、又は貸与を停止されたときはすでに貸
与した資金を返還しなければなりません。

　（ただし、特別の事情があるときは別段の返
還方法を指示致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　その他、詳しい問合せは、
川内村教育委員会　教育総務係38-3805まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

川内村奨学資金貸与制度
　川内村に住所を有する者で、能力があるにもかかわらず経済的な理由によって修学困難
な者に対して川内村奨学資金を貸与し、教育の機会均等をはかり豊かな社会の発展に資す
ることを目的としています。
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お知らせ（確定申告）お知らせ（確定申告）

平成27年分　確定申告相談日程について

平成28年２月　確定申告相談日程
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５
コミセン

１６
コミセン

１７
コミセン

１８
コミセン

１９
コミセン

２０
郡山

２１
郡山

２２
コミセン

２３
コミセン

２４
コミセン

２５
コミセン

２６
コミセン

２７
いわき

２８
いわき

２９
コミセン

10:00～15:00

10:00～15:009:00～16:00 9:00～16:00 9:00～16:00 9:00～16:00 9:00～12:00

9:00～16:00

10:00～15:00 9:00～16:00

9:00～16:00 9:00～16:00 9:00～16:00 9:00～12:00 10:00～15:00

平成28年３月　確定申告相談日程

日 月 火 水 木 金 土
１

コミセン
２

コミセン
３

コミセン
４

コミセン
５

６ ７
コミセン

８
コミセン

９
コミセン

１０
コミセン

１１
コミセン

１２

１３
コミセン

１４
コミセン

１５
コミセン

１６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１

9:00～16:00 9:00～16:00 9:00～16:00 9:00～16:00

9:00～16:009:00～16:00

9:00～16:009:00～16:009:00～16:00

9:00～16:00 9:00～16:00 9:00～16:00

平成27年分の確定申告相談については、下記日程にて実施します。
開　催　日　時 会　　　　　　　　場

○平成28年２月20日（土）・21日（日）
　午前１０時から午後３時まで 郡山市（郡山市南一丁目仮設住宅集会所）

○平成28年２月27日（土）・28日（日）
　午前10時から午後３時まで いわき市（四倉鬼越仮設住宅談話室）

○平成28年２月15日（月）～29日（月）
　午前９時から午後４時まで
　（※20日・21日・27日・28日は除く）
　（※19日・26日は９時から正午まで）
○平成28年３月１日（火）～15日（火）
　午前９時から午後４時まで
　（※５日・６日・12日は除く）　

川内村コミュニティセンター（１階研修室）

【確定申告する際に必要なもの】
□ 印鑑（朱肉を使うもの）
□ 公的年金などの源泉徴収票の原票（コピー不可）
□ 給与所得の源泉徴収票の原票（コピー不可）
□ 農業・事業等所得がある人は、根拠となる帳簿類や領収書など
□ 東京電力からの賠償金額（農業・事業・就労不能損害）がわかる書類

～東京電力からの賠償金に伴う申告について～
　非課税となるもの：心身や資産の損害等に対する賠償金
　　　　　　　　　　（避難生活に伴う精神的な損害、検査費用、避難・帰宅費用等）
　課 税 と な る も の：事業所得等・給与所得の損失に対する賠償金
　　　　　　　　　　�（営業損害のうち減収分（逸失利益）の損失に対する賠償金、就労不能

に係る賠償金）
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農業所得の確定申告をされる方へ！

お知らせ（確定申告）

　毎年、申告相談会場にて農業所得に係る収入金・必要経費等の領収書等を持参していただき計算
しておりますが、事前に収入金及び必要経費を下記表のとおり、まとめていただくとお時間が掛か
らず終わりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
　※なお、申告相談に来られる時は収入金額のわかるもの（通帳など）、経費の領収書等（経費ご
とにまとめて）をご持参してください。

農業所得の収入金及び必要経費内訳の具体例
《収入金額》

科　　目 具　　体　　例 金　　額

1 販 売 金 額
本年中の販売金額を記入してください。
※なお、販売後、まだ実際に代金を受け取っていない場合でも本年中に販売し
たものについては、全て本年分の販売金額になります。 円

2
家 事 消 費 農作物を家事及び事業（雇人費の現物支給など）のために消費した場合に、収

穫した時の生産者販売価額により計算して記入します。
円

事 業 消 費 円

3 雑 収 入
受 取 共 済 金、 出 荷 奨 励 金、 野 菜・ 鶏 卵 な ど の 価 格 差 補 填 金、 農
作 業 受 託 料、 事 業 分 量 分 配 金 な ど の 名 称 と 金 額 を 記 入 し ま す。 
※東京電力による農業の賠償金も「雑収入」になります。 円

合　　　　　計 円
《必要経費》

科　　目 具　　体　　例 金　　額

1 雇 人 費 常雇・臨時雇人などの労賃及び賄費 円
2 小作料・賃借料 ①農地の賃借料、②農地以外の土地、建物の賃借料、賃耕料、農機具の賃借料、

農協などの共同施設利用料 円
3 減 価 償 却 費 建物、農機具、車両、搾乳牛などの償却費 円
4 貸 倒 金 売掛金などの貸倒損失 円
5 利 子 割 引 料 事業用資金の借入金の利子や受取手形の割引料など 円

6 租 税 公 課

①税込経理方式による消費税及び地方消費税（以下「消費税等」といいます。）
の納付税額、事業税、固定資産税（土地・建物・償却資産）、自動車税（取得税、
重量税を含む。）、不動産取得税などの税金、②水利費、農協組合費などの公課 
※所得税及び復興特別所得税、相続税、住民税、国民健康保険税、国民年金の
保険料、国税の延滞金・加算金、地方税の延滞金・加算金、罰金、科料、過料、
交通反則金などは必要経費にはなりません。 円

7 種 苗 費 種もみ、苗類、種いもなどの購入費用（自給分については、収穫した時の価額
によって記入します。） 円

8 素 畜 費 子牛、子豚、ひななどの取得費及び種付料 円
9 肥 料 費 肥料の購入費用 円
10 飼 料 費 飼料の購入費用 円
11 農 具 費 使用可能期間が１年未満か取得価額が10万円未満の農具の購入費用 円
12 農 薬 衛 生 費 農薬の購入費用や共同防除費 円
13 諸 材 料 費 ビニール、むしろ、なわ、釘、針金などの諸材料の購入費用 円
14 修 繕 費 農機具、農用自動車、建物及び施設などの修理に要した費用（車検代も含む） 円
15 動 力 光 熱 費 電気料、水道料、ガス代、灯油等の燃料費 円
16 作 業 衣 料 費 作業衣、地下たびなどの購入費用 円
17 農 業 共 済 掛 金 水稲、果樹、家畜などに係る共済掛金 円
18 荷 造 運 賃 費 出荷の際の包装費用、運賃や出荷（荷受）機関に支払う手数料 円
19 土 地 改 良 費 土地改良事業の費用や客土費用 円
20 車 両 費 ガソリン代、軽油代、重油代、オイル代 円
21 雑 費 農業経営上の費用で他の経費にあてはまらない経費 円

合　　　　　計 円

お知らせ（確定申告）
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国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
、
農

業
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗

せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

【
加
入
で
き
る
方
】

○
国
民
年
金
加
入
者
で
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
。

○
国
民
年
金
（
任
意
）
加
入
者
で
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
。

【
内
容
】

　
「
一
生
涯
受
け
取
る
終
身
年
金
」

が
基
本
で
、
長
い
老
後
に
備
え
ら
れ

ま
す
。
掛
け
金
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
け
取

る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象

と
な
り
、税
制
面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　

万
が
一
、
早
期
に
亡
く
な
ら
れ
た

際
に
は
、ご
家
族
に
「
遺
族
一
時
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
掛
け
捨
て

今
月
の
納
税
（
２
月
）

・
国
民
健
康
保
険
税�

８
期

納
期　

平
成
28
年
２
月
29
日
（
月
）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

２
月
29
日
（
月
）
に
ご
指
定
の
口

座
よ
り
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
。

※
村
税
納
付
の
口
座
振
替
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

税
務
係

 

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
４

２
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で

賠
償
金
請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
に
あ

た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か
ら
郵
送
さ

れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」
な
ど

の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
1
階
会
議
室
）

■
日　

時

　

２
月
10
日
（
水
）、
25
日
（
木
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
２
時

②
郡
山
市

　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会
所

■
日　

時　

２
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

飲
料
水
・
沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

の
報
告
と
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
飲
料
水

検
査
を
希
望
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い

て
、
福
島
県
食
肉
衛
生
検
査
所
に
て

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

に
は
な
り
ま
せ
ん
。（
Ｂ
型
除
く
）

　

ご
加
入
は
任
意
で
、
様
々
な
年
金

の
タ
イ
プ
か
ら
現
在
の
状
況
や
将
来

設
計
に
合
わ
せ
て
、
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
相
談
は
問
合
せ
先
ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す

■
問
合
せ

福
島
県
国
民
年
金
基
金　

☎
０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

（
福
島
市
中
町
１
番
19
号　

中
町
ビ

ル
５
Ｆ
）

飲
料
水
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
12
月
11
日
～
平
成
28
年

１
月
10
日
の
受
付
件
数
は

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　

３
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
）

�

受
付
件
数　

０
件　

と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
結

果
が
Ｎ
Ｄ
で
あ
り
ま
し
た
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検

出
限
界
値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

す
。
検
出
限
界
値
は
、
測
定
機
器
や

測
定
条
件
（
測
定
時
間
等
）
に
よ
り

測
定
ご
と
に
異
な
り
、
本
結
果
に
お

い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
に
関
し
、
１
Bq
／
kg
未
満

で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
水

質
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
２
リ
ッ

ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
1
本
を
毎

週
金
曜
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
①
採

取
場
所
②
月
日
③
時
間
④
天
候
を
添

え
て
、
役
場
住
民
課
に
届
け
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

川
内
村
役
場　

住
民
課

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

お知らせお知らせ
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転
出
さ
れ
た
方
々
へ
の

広
報
送
付
終
了
に
つ
い
て

　

震
災
後
、
避
難
等
の
事
情
に
よ
る

住
基
移
動
を
考
慮
し
、
転
出
者
に
つ

い
て
も
広
報
送
付
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
５
年
目
と
な

る
平
成
28
年
４
月
号
を
も
ち
ま
し
て

転
出
者
へ
の
広
報
送
付
を
終
了
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
誌
は
、
川
内
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

尚
、
転
出
さ
れ
た
方
で
、
引
き
続

き
広
報
送
付
を
ご
希
望
の
方
は
ふ
る

さ
と
便
り
（
年
間
１
、６
８
０
円
）

を
川
内
村
役
場
の
総
務
課
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

総
務
課　

企
画
政
策
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
１

川
内
村
帰
村
者
支
援
金
に
つ
い
て

　　

昨
年
4
月
よ
り
受
付
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
、
川
内
村
帰
村
者
支
援
金

に
つ
い
て
、
お
渡
し
し
て
い
る
「
川

内
村
復
興
地
域
振
興
券
」
の
有
効
期

限
は
１
年
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

有
効
期
限
の
日
付
は
申
請
時
期
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
持

ち
の
振
興
券
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

有
効
期
限
内
の
ご
利
用
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
振
興
券
は
無

効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の

　

手
続
き
は
お
早
目
に
！

　

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、
廃
車
、

車
検
等
の
手
続
き
は
２
月
中
に
行
う

等
、
手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

※
３
月
は
手
続
き
が
集
中
し
、
完
了

ま
で
に
お
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

東
北
運
輸
局　

福
島
運
輸
支
局

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
１
５

（
福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54
）

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

　

冬
期
間
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
元

の
管
理
を
徹
底
し
、
火
災
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

○
寝
た
ば
こ
禁
止
！

（
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
原
因
の
１
位

が
寝
た
ば
こ
で
す
。
し
な
い
・
さ
せ

な
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。）

○
火
（
コ
ン
ロ
・
ス
ト
ー
ブ
等
）
の

消
し
忘
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
災
全
体
の
原
因
１
位
は
放
火

（
疑
い
含
む
）
で
す
。
安
易
に
侵
入

さ
れ
な
い
よ
う
施
錠
す
る
等
、
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

【
火
災
と
緊
急
は
１
１
９
番
】

◇
浪
江
消
防
署

　

☎
０
２
４
０

－

３
４

－

７
３
６
０

◇
富
岡
消
防
署

　

☎
０
２
４
０

－

２
５

－

２
１
１
９

※
広
報
１
月
号
に
お
い
て
、
消
防
連
絡
先

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
し
く
は
右
記
の
番

号
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

�

村
役
場
企
画
政
策
係　
秋
元

２
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」　

　

国
で
は
、
毎
年
２
月
を
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
月
間
」
と
定
め
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
意
識
啓
発
を
は
か
っ
て
い
ま

す
。
限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖

化
を
防
止
す
る
た
め
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
大
切
に
使
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

い
わ
き
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

の
ご
厚
意
に
よ
り
三
ヶ
月
に
一

度
、
人
権
相
談
所
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

人
権
相
談
所
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

最
初
の
窓
口
と
し
て
、
経
験
豊
富

な
相
談
員
が
相
談
者
に
合
っ
た
解

決
法
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

些
細
な
問
題
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
３
月
の
開
催
日
】

■
日
時　

３
月
３
日
（
木
）　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

　

１
階
小
会
議
室

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－
２
１
１
３

お知らせお知らせ
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お知らせ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

関
す
る
お
願
い

　

昨
年
よ
り
全
国
で
送
付
が
開
始

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知

カ
ー
ド
」
に
つ
き
ま
し
て
、現
在
、

住
民
全
員
へ
の
初
回
送
付
が
ほ
ぼ

完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
部
の
方
に
つ
き
ま

し
て
、
宛
先
不
明
も
し
く
は
郵
便

局
で
の
保
管
期
間
の
経
過
に
よ
り

役
場
へ
返
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

入
院
や
介
護
施
設
へ
の
入
所
、

避
難
先
を
最
近
変
更
さ
れ
た
方

等
、
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

ご
家
族
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
川

内
村
役
場
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
全
て
簡
易

書
留
で
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
ご

家
族
の
方
が
受
け
取
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
家
族
内
で

の
確
認
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

分
収
林
契
約
賠
償
手
続
き
に
つ
い
て

　
　
　

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程

で
分
収
林
契
約
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

■
日
程　

　

平
成
28
年
２
月
４
日
（
木
）、　

　

２
月
10
日（
水
）２
月
18
日（
木
）

　

２
月
25
日
（
木
）

■
時
間　

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

■
場
所　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
相
談
会
に
来
ら
れ
る
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
請
求
書
を
お
取
り
寄

せ
い
た
だ
き
、
請
求
書
と
契
約
一

覧
表
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。

■
請
求
書
の
取
り
寄
せ
連
絡
先　

☎
０
１
２
０

－

９
２
６

－

５
９
６

※
お
電
話
の
際
に
川
内
村
と
分
収

林
契
約
を
結
ん
で
い
る
立
木
の
賠

償
の
請
求
書
と
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

空
き
家
情
報
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

川
内
村
で
は
、
今
後
の
地
方
創
生

に
向
け
、
大
変
重
要
と
な
っ
て
い
る

住
宅
問
題
を
解
決
す
る
た
め
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
空
き

家
及
び
利
用
し
て
い
な
い
宅
地
の
情

報
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
川
内
村
に
空
き
家
と
な
っ
て
い

る
建
物
が
有
り
、
管
理
上
困
っ
て
い

る
の
で
借
り
手
を
探
し
て
い
る
。」

等
、
情
報
が
有
り
ま
し
た
ら
川
内
村

役
場
ま
で
ご
連
絡
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
川
内
村
は
、
空
き
家
情
報
の
紹
介

に
お
い
て
必
要
最
小
限
の
調
整
等
を

行
い
ま
す
。
所
有
者
と
利
用
申
込
者

間
で
行
う
、『
交
渉
』、『
売
買
契
約
』、

『
賃
貸
借
契
約
』
等
の
法
律
行
為
及

び
こ
れ
に
付
随
し
て
生
じ
た
ト
ラ
ブ

ル
等
に
つ
い
て
は
、
一
切
関
与
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

総
務
課　

企
画
政
策
係

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
１

帰
還
支
援
ア
プ
リ
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

避
難
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
に
対
し
、

帰
還
を
支
援
す
る
情
報
や
ふ
る
さ
と

の
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
通
し
て
伝
え
る
「
帰
還
支

援
ア
プ
リ
」の
公
開
を
始
め
ま
し
た
。

■
掲
載
情
報　

学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童
ク

ラ
ブ
、
福
祉
施
設
、
病
院
、
公
営
住

宅
、
商
店
街
、
役
所
、
イ
ベ
ン
ト
等

■
掲
載
市
町
村

避
難
地
域
12
市
町
村
と
、
そ
の
近
隣

で
避
難
者
の
受
け
入
れ
や
自
主
避
難

者
の
多
い
18
市
町
村

※
「App Store

」「Google play

」

か
ら
「
帰
還
支
援
ア
プ
リ
」
で
検
索

し
て
い
た
だ
く
と
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

（
無
料
）
で
き
ま
す
。

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
バ
ナ
ー

か
ら
も
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
へ

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
■
問
合
せ　

県
庁
情
報
政
策
課　

☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
１
３
３
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お知らせ

仮
設
住
宅
・
借
上
げ
ア
パ
ー
ト
の

退
去
の
手
続
き
は
必
ず
し
ま
し
ょ
う

　

退
去
す
る
場
合
は
使
用
終
了
届
を

忘
れ
ず
に
提
出
く
だ
さ
い
。
既
に
退

去
し
て
お
り
、
終
了
届
を
提
出
し
て

い
な
い
方
で
も
提
出
が
必
要
で
す
。

（
終
了
届
様
式
は
、
川
内
村
役
場
住

民
課
住
民
係
及
び
川
内
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。）

　

借
上
げ
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
場

合
は
、
入
居
前
に
誓
約
書
を
提
出
し

た
入
居
者
の
責
任
で
、
仮
設
住
宅
等

使
用
終
了
届
の
提
出
を
役
場
へ
１
ヶ

月
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
入
居
者
は
仮
設
住
宅
等
使
用
終
了

届
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
入
居
名

義
人
が
必
要
事
項
を
記
入
し
た
後

に
、
貸
主
・
貸
主
代
理
か
ら
退
去
説

明
を
受
け
た
証
明
を
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

②
証
明
を
も
ら
っ
た
仮
設
住
宅
等
使

用
終
了
届
を
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（FAX

は
不
可
、
原
本
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。）

③
受
領
し
た
仮
設
住
宅
等
使
用
終
了

届
に
基
づ
き
、
村
か
ら
福
島
県
、
仲

介
業
者
等
に
申
入
れ
を
行
い
契
約
の

解
除
と
な
り
ま
す
。

※
正
式
な
退
去
手
続
き
を
せ
ず
に
別

な
借
上
げ
ア
パ
ー
ト
や
仮
設
住
宅
に

入
居
し
た
場
合
は
、
退
去
手
続
き
を

し
な
い
た
め
発
生
す
る
家
賃
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

※
退
去
手
続
き
と
一
緒
に
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
等
の
契
約
解
除
の
手
続

き
も
責
任
を
も
っ
て
解
約
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

※
応
急
仮
設
住
宅
退
去
の
場
合
も
同

じ
く
仮
設
住
宅
等
使
用
終
了
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

※
立
会
い
及
び
カ
ギ
返
却
を
行
い
ま

す
の
で
、
退
去
日
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
電
気
料
金
と
ガ
ス
料
金
の
退
去
に

よ
る
契
約
解
除
の
手
続
き
は
入
居
者

の
責
任
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

※
郡
山
市
内
の
仮
設
住
宅
の
み
、
水

道
料
金
の
停
止
連
絡
は
カ
ギ
の
返
却

後
に
村
で
行
い
ま
す
。(

郡
山
市
水

道
局
と
の
協
定
に
よ
る)

■
問
合
せ　

住
民
課

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

　

役
場
郡
山
臨
時
出
張
所

☎
０
２
４

－

９
４
６

－

０
８
８
０

平成２８年度　予備自衛官補募集案内
自衛隊福島地方協力本部では、次のとおり予備自衛官補を募集します。

募集項目 予備自衛官補（一般） 予備自衛官補（技能）
受付期間 平成28年１月８日（金）～４月８日（金）
募集人員 東北方面隊管内（約100名） 東北方面隊管内（約20名）

応募資格
（平成28年７月１日現在）

18歳以上34歳未満（男女） 18歳以上で国家免許資格等を有する者
技能に応じ53歳～55歳未満（男女）

試験期日 　平成28年４月15日（金）、16日（土）、17日（日）、18日（月）、19日（火） 
　のいずれか１日を指定

試験内容 筆記試験（国語、数学、理科、社会、英語、
作文）口述試験　適性検査　身体検査

筆記試験（小論文）口述試験　適性検査
身体検査

合格発表 平成28年５月20日（金）
受験会場 受付時にお知らせします。

合格者の取扱い 合格者は、採用候補者名簿に記載され、上位者から順次採用予定者となります。
※技能応募に必要な資格や受験案内の配布及び試験に関する内容は、下記の地域事務所に
　お問合せください。

自衛隊福島地方協力本部　相双地域事務所
〒975-0033　南相馬市原町区高見町１丁目１４２－２
電話・ＦＡＸ　０２４４－２３－４７１２
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 １．嘱託員募集内容� 　

【歯科衛生士・歯科助手業務嘱託員】
○募集人員　若干名
○業務内容　歯科衛生士及び歯科医療事務等の業務
○勤務場所　川内村国民健康診療所
○応募資格　・普通自動車運転免許を取得又は取得
　　　　　　　見込みの方
　　　　　　・昭和 26 年４月２日～
　　　　　　　平成８年４月１日生まれの方

【社会教育指導員】
○募集人員　１名
○業務内容　①各種学級や各種事業等の企画運営
　　　　　　②関係機関団体等の育成及び連絡調整
　　　　　　③生涯学習に関する学習相談
○勤務場所　川内村教育委員会
○勤務条件　①勤務日数：週５日
　　　　　　②勤務時間：通常、午前８時 30 分か
　　　　　　　ら午後５時 15 分まで
　　　　　　　※夜間、休日等の勤務もあります。
○応募資格　・社会教育に関する識見を有し、かつ、
　　　　　　　社会教育に関する指導技術を身につ
　　　　　　　けていること。
　　　　　　・パソコン（ワード・エクセル等）の
　　　　　　　操作が出来る方
　　　　　　・昭和 22 年４月２日～
　　　　　　　平成９年４月１日生まれの方
　　　　　　・住民から信頼される者であること。

《上記嘱託員の共通条件》
＊雇用期間　平成 28 年４月１日～
　　　　　　平成 29 年３月 31 日
＊勤務時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
　　　　　　（公共施設管理嘱託員は除く）
＊募集条件　健康で１年間業務に従事できる方
＊身　　分　地方公務員法第３条第３項第３号の特
　　　　　　別職嘱託員
＊給 与 等　村の非常勤特別職の規定に基づき支給
　　　　　　する。
＊社会保険等　社会保険制度、雇用保険、非常勤職
　　　　　　員公務災害補償加入する。
＊勤務条件　一般職員に準じる。

２．代替登録職員募集内容　　　　　　　　　　　　

【保育士、朝・夕臨時保育士】
○募集人員　若干名
○登録期間　平成 28 年４月 1 日～
　　　　　　平成 29 年３月 31 日
○勤務場所　かわうち保育園
○賃 金 等　村の規定による日々雇用賃金
○勤務条件　村の規定により業種毎に異なる。
○勤務方法　代替登録名簿に登録されている者から
　　　　　　必要に応じて業務を依頼する。
○応募資格　・保育士及び幼稚園教諭の資格を取得
　　　　　　　又は取得見込みの方
　　　　　　・普通自動車免許を取得又は取得見込
　　　　　　　みの方

３．業務委託員募集内容　　　　　　　　　　　　　

【公民館施設管理業務員】
○募集人員　１名
○業務内容　川内村コミュニティーセンターの日直
　　　　　　業務
○業務時間　水曜、木曜、金曜日。
　　　　　　午後５時 15 分～午後９時 15 分
○委託期間　平成 28 年４月１日～
　　　　　　平成 29 年３月 31 日
○募集条件　健康で１年間業務に従事できる方

４．応募要領　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①応募方法　川内村役場総務課に用意してある「申
込書」に履歴書（写真貼付）及び資格を有する証
明書を添付し直接又は郵送により提出してくださ
い。

②受付期間　平成 28 年２月 15 日～３月 14 日
　　　　　　（執務時間内）
③受付場所　川内村役場　総務課
④選考方法　書類審査及び個別面接による。
　　　　　　（面接日は後日応募者に通知する。）　
⑤問合せ先　総務課　総務係
　☎０２４０－３８－２１１１

村では、平成 28 年度の各種嘱託員・業務委託員を募集します。
希望される方は下記によりお申し込みください。

平成28年度 川内村臨時職員（嘱託員・業務委託員）募集

お知らせ(募集）
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お知らせ（募集）

第1回　川内の郷
さと

かえるマラソン大会について
■日　時　４月30日（土）9:00～15:00　
■場　所　スタート＆ゴール　川内村ヘリポート
■コース　ヘリポート～小学校～長福寺～特別養護老人ホームかわうち～
　　　　　かわうちの湯～中学校～宮渡～堂小屋～手古岡

　ゲストランナーに川内優輝さん、鮮
よし

輝
き

さん、鴻
こう

輝
き

さんの３兄弟とリオデジャネイロオリン
ピック候補の吉田香織さんをお迎えして、川内村で初の本格的なマラソン大会を開催します。
　村外からの大勢のランナーと一緒に村の魅力を再発見！走って（ランナー）、支えて（ボラ
ンティア）、応援して（沿道応援団）みんなで大会を盛り上げましょう！
　その他、４月中旬にコースを歩いて掃除するウォーキングイベント、大会前日には川内の子
どもたち再会イベント、そして当日には村民限定ミニマラソンなどを予定しております。
詳しくは３月号、４月号にてお知らせいたします。

種目 参加費　川内村民 一般 参加条件 定員
ハーフ 2,500円 5,000円 18歳以上 500名
１０㎞ 2,500円 4,500円 高校生以上 250名
５㎞ 2,500円 4,000円 中学生以上 250名

親子1.5㎞ 2,500円 3,500円 小学生とその親・親族 100組

＊川内村民の参加費は、川内村に住民票がある方が対象です。

■申込方法

ランナー 折り込みチラシ裏面に記入し、FAX（0240－38－3807）してください。
後日振込用紙をお送りします。

ボランティア
沿道応援団

大会事務局まで電話かメールにてお申し込みください。
☎0240－38－3806　E-mail-syougai.g@vill.kawauchi.lg.jp
メールの場合は、件名を「ボランティア申込」、「沿道応援団申込」として
氏名、年齢、連絡先、住所をお送りください。

大会ホームページ　http://www.run-kawauchi.com

第12回健康づくり
ソフトバレーボール大会参加チーム募集!!
　公民館では、村民のふれあいと健康づくりを目的に、第12回健康づくりソフトバレーボー
ル大会を開催します。参加を希望するチームは、次のとおり申込みください。

■期　　日：平成28年3月21日（月）午前9時開会
■場　　所：村民体育センター
■資　　格：中学生以上
■チ ー ム：1チーム6名以内登録可
　　　　　　　 （選手4名で対戦し、交代選手は2名まで登録可。ただし、男子の出場人数は1ゲームあたり3名以内とする。）
■参 加 料：無　料
■申 込 書：大会申込書に必要事項を明記し、公民館に提出する
　　　　　　　（①チーム名　②代表者氏名・住所・連絡先　③選手氏名・生年月日など）
■申 込 先：川内村公民館　☎0240−38−3806
■申込期限：平成28年2月29日（月）午後5時まで
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お知らせ(福祉）

福祉の職場で働きませんか！
川内村社会福祉協議会では平成28年度臨時職員等を募集します。

 １．通所介護事業所（デイサービス）　　　　　　　　　

⑴　登録介助員
　●業務内容　高齢者の介護業務
　●募集予定人数　若干名
　●雇用期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
　●雇用形態　登録介助員（パート）
　●応募資格　要普通自動車運転免許
　●勤務時間　午前８時15分～午後５時00分
　　　　　　　（休憩時間45分）
　●勤 務 日　月曜日から金曜日までシフトにより
　　　　　　　週１日～５日の勤務
　●休　　日　土・日（シフトにより祝日勤務があります。）
　●給 与 等　当会給与規程及び登録職員就業規則、通所
　　　　　　　介護事業所運営規程による
　●勤務場所　川内村複合施設「ゆふね」内
⑵　給食調理員
　●業務内容　通所介護施設の給食調理業務
　●募集予定人数　①給食調理員　　　1名
　　　　　　　　　②給食調理員補助　1名
　●雇用期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
　●雇用形態　臨時職員（パート）
　●応募資格　要普通自動車運転免許、調理師免許
　　　　　　　（給食調理員のみ）
　●勤務時間　①午前８時15分～午後５時00分
　　　　　　　　（休憩時間45分）
　　　　　　　②午前８時15分～午後０時45分
　　　　　　　　（内勤務時間４時間）
　●休　　日　土・日（シフトにより祝日勤務があります。）
　●給 与 等　当会給与規程及び臨時職員就業規則、
　　　　　　　通所介護事業所運営規程による
　●勤務場所　川内村複合施設「ゆふね」内
⑶　送迎車両運転手
　●業務内容　送迎車両の運転業務（送迎補助業務含む）
　●募集予定人数　若干名
　●雇用期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
　●雇用形態　パート
　●応募資格　要大型自動車運転免許
　●勤務時間　１日２回　午前８時00分～午前10時00分
　　　　　　　午後３時00分～午後５時00分
　●休　　日　土・日（シフトにより祝日勤務があります。）
　●給 与 等　当会給与規程及び臨時職員就業規則、
　　　　　　　通所介護事業所運営規程による
　●勤務場所　川内村複合施設「ゆふね」内

 ２．訪問介護事業所（ホームヘルパー）　　　　　　　　

⑴　登録ヘルパー
　●業務内容　高齢者宅での訪問介護業務
　●募集予定人数　若干名
　●雇用期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
　●雇用形態　登録ヘルパー（パート）
　●応募資格　介護職員初任者研修修了者又はホームヘル

パー２級、要普通自動車運転免許、要自家
用車

　●勤務時間　午前８時00分～午後６時00分の間で利用
　　　　　　　者の状況により応相談
　●休　　日　応相談
　●給 与 等　時給1,300円～1,500円
　　　　　　　（訪問介護の提供内容により積算平成27年４

月１日現在単価）、その他は当会給与規程及

び登録職員就業規則、訪問介護事業所運営
規程による

　●勤務場所　川内村複合施設「ゆふね」内

 ３．生活支援相談員　　　　　 　　　　　　　　　　　

　●募集人員及び勤務地
　　　　　　　村内又は郡山市　若干名
　●業務内容　避難者や帰村高齢者等の生活支援業務等
　●雇用期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
　●雇用形態　臨時職員
　●応募資格　要普通自動車運転免許、介護福祉士又は
　　　　　　　ヘルパー２級
　●勤務時間　午前８時30分～午後５時30分
　　　　　　　（休憩時間60分）
　●休　　日　土・日、祝祭日
　●給 与 等　当会給与規程及び臨時職員就業規則による

 ４．サポートセンター管理員　　　　　　　　　　　　　

　●募集人員及び勤務地
　　　　　　　五社の杜サポートセンター　   １名
　　　　　　　あさかの杜サポートセンター　１名
　●業務内容　サポートセンターの管理運営業務
　●雇用期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
　●雇用形態　臨時職員
　●応募資格　要普通自動車運転免許
　●勤務日等　土、日、祝祭日を含む週５日以内の勤務
　●勤務時間　午前８時30分～午後５時30分
　　　　　　　（休憩時間60分）
　●給 与 等　当会給与規程及び臨時職員就業規則による

 ５．嘱託職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　●業務内容　社会福祉協議会事務局の事務補助、主任
　　　　　　　生活支援相談員の業務、介護保険事業所　
　　　　　　の補助業務等
　●募集予定人数　１名
　●雇用期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
　●雇用形態　嘱託職員
　●応募資格　要普通自動車運転免許、介護福祉士
　●勤務時間　午前８時30分～午後５時30分
　　　　　　　（休憩時間60分）
　●休　　日　土・日（シフトにより祝日勤務があります。）
　●給与等　当会給与規程及び嘱託職員就業規則等による
　●勤務場所　川内村複合施設「ゆふね」内

 ６．応募要領　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　●受付期間：平成28年２月１日（月）～２月19日（金）
　　　　　　　（執務時間内）
　●受付場所：川内村複合施設ゆふね内
　　　　　　　川内村社会福祉協議会事務局
　●応募方法：川内村社会福祉協議会に備え付けの「申込

書」に履歴書及び資格を有する証明書を添
付し直接又は郵送により提出してください。

　　　　　　　（郵送の場合も２月19日必着のこと）
　●選考方法：書類審査及び個別面接による。（面接日時場

所は、後日応募者に通知する。）
　●問合せ先：社会福祉法人　川内村社会福祉協議会
　　　　　　☎０２４０－３８－３８０２
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お知らせ（確定申告）

♥
子
育
て
サ
ロ
ン

～
子
育
て
中
の
方
た
ち
が
、

仲
間
を
作
り
支
え
合
う
場
で
す
～

　

子
育
て
中
の
親
や
子
育
て
に
関
心

の
あ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
気
軽
に
・
楽
し
く
・
自

由
に
参
加
し
、
育
児
に
関
す
る
情
報

交
換
や
交
流
を
図
り
ま
す
。

■�

日
程

　

２
月
４
日
（
木
）、２
月
18
日
（
木
）

■
時
間　

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

■
場
所　

　

五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

♥
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

身
近
な
方
と
の
交
流
や
仲
間
づ
く

り
や
楽
し
い
話
し
合
い
の
機
会
を
持

つ
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
の
２
月
の
予
定
に
つ
い
て
ご
案

内
し
ま
す
。

　

対
象
地
区
の
高
齢
者
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
８
区
高
齢
者
対
象
】

■
日
程　

２
月
16
日
（
火
）

■
時
間　

午
前
10
時
～

■�

場
所　

毛
戸
集
会
所

【
２・３・４
区
高
齢
者
対
象
】

■
日
程　

２
月
23
日
（
火
）

■
時
間　

午
前
10
時
～

■
場
所　

第
３
区
山
村
活
性
化
支
援

セ
ン
タ
ー

【
１
区
高
齢
者
対
象
】

■
日
程　

２
月
23
日
（
火
）

■
時
間　

午
後
1
時
30
分
～

■
場
所　

第
１
区
集
会
所

【
５
区
・
仮
設
住
宅
・
災
害
公
営
住

宅
高
齢
者
対
象
】

■
日
程　

２
月
24
日
（
水
）

■
時
間　

午
前
10
時
～

■
場
所

　

五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

【
６
区
・
７
区
高
齢
者
対
象
】

■
日
程　

２
月
24
日
（
水
）

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

第
７
区
集
会
所

♥
小
物
づ
く
り
と

　

お
茶
会

　

楽
し
み
づ
く
り
や
、
仲
間
と
の
交

流
を
目
的
に
開
き
ま
す
。
参
加
費
は

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

交
通
手
段
が
な
く
参
加
で
き
な
い

方
は
、
川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
18
日
（
木
）

■
時
間　

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■�
場
所

　

五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■�
対
象
者

　

小
物
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方

■�

持
参
物　

裁
縫
道
具
（
針
・
マ
チ

針
・
は
さ
み
）
等

■
問
合
せ　

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２

皆でわいわい賑やかに

過ごしています♪

集中して小物を作ったり、また、

おしゃべりも楽しんでいます♪

お知らせ（福祉）

心
配
ご
と
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

　

日
頃
の
生
活
で
お
困
り
の
こ
と

な
ど
に
対
し
、
民
生
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日
程　

２
月
17
日
（
水
）

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

■
場
所

　

四
倉
鬼
越
仮
設
住
宅
集
会
所



お知らせ

■歳末たすけあい募金配分事業

「高齢者ふれあい湯ったり交流会」開催について
　ひとり暮らし高齢者と高齢者夫婦世帯を対象に、交流会を開催します。入浴、昼食の後、『笑
いがいちばん』で有名な植松泰宏先生を講師に、爆笑トークをお楽しみください。お楽しみゲー
ムもあります。

■日　　　時　平成28年２月29日（月）午前10時30分～午後２時30分
■会　　　場　かわうちの湯
■参　加　費　無　料
■送　　　迎　当日は、川内村内各集会所、郡山市仮設住宅３ヶ所（南１丁目・稲川原・若宮

前）・いわき四倉鬼越仮設住宅集会所から送迎バスを運行いたします。詳細につ
いては、後日お知らせします。

■対　象　者　平成27年度川内村敬老会名簿に掲載された方で、ひとり暮らし高齢者及び高齢
者夫婦世帯（夫婦とも）

■申込み方法　現在村内にお住まいの方・郡山市仮設住宅（南１丁目・稲川原・若宮前）及び
いわき市四倉鬼越仮設住宅にお住いの方には出欠のはがきを郵送します。上記
以外にお住まいの方で参加を希望される方は川内村社会福祉協議会（0240－
38－3802）までご連絡ください。

■締 め 切 り　平成28年２月19日（金）必着
■問 合 せ　川内村社会福祉協議会　☎０２４０－３８－３８０２

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て

■
場
所　

ゆ
ふ
ね　

保
健
指
導
室

■
対
象　

【
乳
児
】

　

生
後
２
ヶ
月
～
11
ヶ
月
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん

【
１
歳
６
か
月
児
】

　

Ｈ
26
年
５
月
～
Ｈ
26
年
８
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん

【
３
歳
児
】

　

平
成
24
年
８
月
～
Ｈ
25
年
２
月
生

ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
持
参
物

　

①
問
診
票

　

②
母
子
健
康
手
帳

■
日
程

　

２
月
25
日
（
木
）

※
詳
し
く
は
個
別
に
通
知
す
る
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

保
健
福
祉
課
（
ゆ
ふ
ね
内
）

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

生
活
不
活
発
病
予
防
に
つ
い
て

　

生
活
不
活
発
病
と
は
、
日
常
で
動

か
な
い
状
態
が
続
く
こ
と
に
よ
り
、

心
身
の
機
能
が
低
下
し
、
動
け
な
く

な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

寒
い
時
期
、
雪
で
道
路
が
危
な
く

外
出
・
作
業
が
で
き
な
い
の
で
家
の

中
で
じ
っ
と
し
て
い
る
等
、
生
活
が

不
活
発
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
態
が
続
く
と
心
身
の
機
能
が

低
下
し
「
生
活
不
活
発
病
」
と
な
り

ま
す
。

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
！
】

○
日
常
の
中
で
活
発
に
動
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
家
庭
・
地
域
・
社
会
で
、
楽
し
み

や
役
割
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
歩
き
に
く
く
な
っ
て
も
、
杖
や
伝

い
歩
き
等
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
身
の
回
り
の
こ
と
や
家
事
な
ど
が

や
り
に
く
く
な
っ
た
ら
、
早
め
に
相

談
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

川
内
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
ゆ
ふ
ね
内
）

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１

　
高
齢
者
等
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
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お知らせ(福祉）
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お知らせ（福祉・ご案内）

「
福
祉
バ
ス
」
公
売
に
つ
い
て

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
福

祉
バ
ス
を
更
新
し
た
た
め
、
こ
れ
ま

で
使
用
し
て
い
た
「
福
祉
バ
ス
」
を

一
般
競
争
入
札
で
公
売
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
入
札
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
公
売
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

■
入
札
物
品
（
売
払
物
品
）

○
車
種　

三
菱
ロ
ー
ザ　
　

１
台

　

29
人
乗
り
（
５
・
24
ℓ
）

○
型
式　

Ｋ
Ｃ

－

Ｂ
Ｅ
６
３
２
Ｇ

○
初
年
度
登
録
年
月　

　

平
成
10
年
１
月

○
車
検
有
効
期
限

　

平
成
28
年
４
月
９
日

○
走
行
距
離　

２
３
２
，
４
４
０
㎞

　
（
平
成
28
年
１
月
４
日
現
在
）

■
現
場
説
明
の
日
時
・
場
所

日
時　

平
成
28
年
２
月
16
日
（
火
）

午
前
10
時
～
午
前
11
時

■
場
所　

川
内
村
複
合
施
設
「
ゆ
ふ
ね
」
内　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

（
川
内
村
大
字
下
川
内
字
坂
シ
内　

１
３
３

－

５
）

■
入
札
日
時

平
成
28
年
２
月
18
日
（
木
）
午
前
10

時■
入
札
場
所　

川
内
村
複
合
施
設

「
ゆ
ふ
ね
」
会
議
室
（
川
内
村
大
字

下
川
内
字
坂
シ
内
１
３
３

－

５
）

■
入
札
保
証
金　

免
除

※
詳
細
に
つ
い
て
は
川
内
村
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ

川
内
村
社
会
福
祉
協

議
会

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２

検診かわら版～健康かわうちを目指して～（7）

平成27年度検診結果速報№３
検診結果のうち集計済みのものをお知らせします。

塩の話　№３

　前号の検診かわら版では、「血圧が高く
なる・ならない」「糖が出る・出ない」等
は同じ食事でも夫婦間に差がでるのは、遺
伝子という身体の基本が異なるからという
ことをお伝えしました。また、同じ食事を
摂っているつもりでも、食べ方によって塩
分を摂りすぎてしまうケースもあります。その例を見てみましょう。
Ａさんご夫妻　Ａさん（60代後半男性）は、朝晩の食事は奥さんと一緒ですが、昼は奥さんの手作り弁
当持参です。夫の糖尿病予防対策としてお弁当のおかずはとても薄味。その代わりに自分で味の調整を
してもらうために醤油を持参させています。塩鮭でも漬物でも味見をしないで必ず醤油をかけるＡさん。
Ａさんの一日塩分摂取量15.7g、奥さんの尿中塩分量は9.1gでした。
Ｂさんご夫妻　Ｂさん（70代前半男性）は料理好きで、味噌汁は必ず自分で作ります。しかし、奥さん
に言わせると、味噌汁は具無しで、味噌と醤油を混ぜただけの単にしょっぱいもの。味噌は自家製で親
から引きついた味だが、これからは身体のこと考えなくちゃとおっしゃっていました。Ｂさんの塩分量
は15.4g、奥さんは９gでした。

　このように、知らず知ら
ずのうちに多くとっている
のではないでしょうか？ 
日本食に欠かせない醤油や
味噌等の調味料は、病気の
予防には上手に使う必要
があります。みんなで減塩
し、健康かわうちを目指し
ましょう。

一日当たりの塩分摂取量
日本人の平均値 男 　 1 0 . 9 g

女 　  9 . 2 g 平成26年国民健康調査・栄養調査報告
一日の食塩摂取量の判定基準

（目標とする量）
男 　  9 . 0 g
女 　  7 . 5 g 日本人の食事摂取基準2010より

川
内
村

平均食塩摂取量 男 　  9 . 6 g
女 　  9 . 5 g

平成27年度川内村総合検診結果より最大塩分摂取量 男 　 1 6 . 4 g
女 　 1 7 . 5 g

最少塩分摂取量 男 　  5 . 1 g
女 　  3 . 8 g

お知らせ（福祉）

※その他の装備や車両の状態は現車を
ご確認ください。



休　日　当　番　医　〈２月〉

公立小野町地方綜合病院からのお知らせ

「患者さんにやさしい最新のがん治療」講演会を開催しました。
　昨年11月13日、当院に富山大学大学院　医学薬学研究部(医学)
　臨床腫瘍学講座　教授　菓子井 達彦先生をお招きし、「患者さ
んにやさしい最新のがん治療」をテーマに講演会を開催しました。
　講演会には、病院職員と近隣の介護施設職員など合わせて64名
が参加し、がんはどうしてできるのか、どれくらいかかって大き
くなるのか、がん治療の方法など、特に薬物療法を使用した際の
効果や副作用について、実際の症例を交えながら詳しく講演をし
ていただきました。
　がんの化学療法中の患者さんが苦痛と感じる副作用への対処な
ど、実践的で分かりやすい内容でした。
　この講演会で学んだことを生かし、実際の医療の現場に役立て
ていけるよう努めてまいります。
【２月から毎週水曜日の整形外科外来診療を休診いたします。】
２月からの診療日、受付時間は次のとおりです。
整形外科外来の診療日及び受付時間
診療日：毎週 月・火・木・金曜日
受付時間：午前８: ３０～１２：００

お知らせ（福祉）

お問い合わせ　
公立小野町地方綜合病院 
総務課　0247－72－3181

　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。

●郡山市休日当番医
月日 医療機関名 診療科目 所在地 電話（024）

2/7
渡辺美佳子こどもクリニック 小児科 富田町字下亀田1-35 927-8622
根本クリニック 内科・外科・脳外科 咲田一丁目5-11 922-9405
半田整形外科 整形外科 富久山町福原字鳴伊賀62-1 921-6660

2/11
緑ヶ丘こどもクリニック 小児科 緑ヶ丘東三丁目1-3 956-6006
宝沢内科クリニック 内科・小児科 富久山町八山田字大森新田35-3 936-4111
矢内耳鼻咽喉科医院 耳鼻科 安積町荒井字西原山2-1 946-5055

2/14
ユア・クリニックたかはし 小児科 虎丸町1-5ロイヤルライフ虎丸1階 990-0646
さかえ内科クリニック 内科 横塚二丁目15-6 941-2202
今泉眼科病院 眼科 堂前町20-9 922-0665

2/21

わんぱくさいとうこども医院 小児科 御前南六丁目122 983-0189
たかはし内科・眼科クリニック 内科・眼科 鶴見坦一丁目9-13 923-0161

植松医院 胃腸科・外科・整形外科・内
科 大槻町字六角北30-11 952-6755

2/28
チルドレンクリニック 小児科 大槻町字二本木12-1 952-3721
まつもと内科クリニック 内科、消化器内科、小児科 田村町金屋マセ口4-1 953-7412
山田眼科医院 眼科 駅前一丁目11-12 922-1648

3/6

おおがクリニック 小児科・内科 片平町出磬東5-5 962-0600
山田内科クリニック 内科・循環器科・小児科 開成二丁目7-8 933-7502

おざわ整形外科クリニック 整形外科・リウマチ科・リハ
ビリテーション科 御前南六丁目141 966-2811

●田村市休日当番医
月日 医療機関名 診療科目 所在地 電話（0247）
2/7 さとう耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 田村市船引町船引字堰田82-18 81-1333
2/11 せんざき医院 外科・内科・整形外科・他 三春町字大町32 みはる壱番館1Ｆ 61-2777
2/14 白岩医院 内科・外科・小児科・他 田村市常葉町常葉字内町48 77-2036
2/21 石塚医院 内科・小児科・他 小野町小野新町品ノ木123 72-2161

2/28 船引クリニック　 整形外科、外科、内科、消化器
科、リハビリテーション科 船引町船引砂子田４２ 82-0137

3/16 矢吹医院 児科・内科・皮膚科 三春町字中町28 62-3015
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講演会の様子



国保診療所より内科・歯科休診と
専門医による診察日のお知らせ

村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の文
字を図案化したもので、 
村民の融和と団結を表
し、 村勢の着実な前進を
象徴しています。 
� （昭和53年４月制定）

村 民 憲 章

一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 
一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 
一．自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 
一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 
一．文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 
 （昭和57年1月14日制定） 

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診にさせていた
だきますのでご了承ください。また、専門医による診察も予定して
おりますので、希望の方はご来所ください。

内 科
休 診

２月 １日（月）　終　　日（内科医師研修のため）
　　 ８日（月）　終　　日（内科医師研修のため）
　　15日（月）　終　　日（内科医師研修のため）
　　19日（金）　終　　日（内科医師学会参加にため）
　　22日（月）　終　　日（内科医師研修のため）
　　29日（月）　終　　日（内科医師研修のため）

内 科
時間休診

２月 ３日（水）　午　　前（専門医診療のため)
　　 ４日（木）　午　　後（専門医診療のため）

専門医
診察日

〇整形外科診察日　２月１日・８日・15日・22日・29日
　　　　　毎週月曜日午前のみ診療

〇眼 科 診 療 日　２月３日（水）午前のみ診療
〇内視鏡検査日　２月４日・18日（木）

午前のみ診療(要予約制)
〇心療内科診察日　２月４日（木）午後のみ診療

歯 科
休 診

２月５日（金）終　　日（歯科医師不在のため）
　　８日（月）終　　日（歯科医師不在のため）
　　９日（火）終　　日（歯科医師不在のため）

歯 科
時間休診 なし

※�上記「休診」と「専門医診療日」は、予定ですので変更する場合もあり
ますのであらかじめご了承願います。
変更の場合、診療所の受付や診療バスに「お知らせ」を掲示し、防災無
線等でお知らせいたします。

あしあと
　豊作や無病息災を願う小正月行事 「だんごさ
し」。広島県出身の私は、川内村に来て初めて知り
ました。調べてみると、東北地方の一部地域で行
われている伝統行事のようです。紅白のお団子が
付いた飾りを見ると、縁起の良い印象で、気力も上
がりそうです。� 企画政策係　秋元

愛育文庫の
ご案内

今月のおすすめ絵本は
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表紙について
　第三小学校の解体が決まり、校舎の撮影に伺いまし
た。
　思い出の詰まった校舎が解体されるのは、寂しい気
持ちもありますが、今後、その地が生かされ、地域・人々
の活性に繋がるようにと願いを込め、表紙に選びました。

お知らせ
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如月
February

土金木水火月日

プラ･ペット

　　　  

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

　　　  

プラ･ペット

プラ･ペット

不燃ごみ

　　　　 

ビン

不燃ごみ

　　　　 

ビン

　　カン　　カン

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

大正琴
太極拳

太極拳
スキー･スノーボード
教室

大正琴
太極拳

大正琴
太極拳

太極拳
スキー･スノーボード
教室

大正琴
太極拳

粗大ごみ

らくらく体操教室
（ゆふね）
午前内科休診
午前眼科
フラ教室

フラ教室
カラオケクラブ

心配ごと相談
（四倉鬼越仮設集会所）
らくらく体操教室
（ゆふね）
フラ教室
　

いきいきサロン
（五社の杜）午前
いきいきサロン
（第７区集会所）午後
カラオケクラブ
フラ教室
俳句会

らくらく体操教室
（ゆふね）

子育てサロン
（五社の杜）
午後内科休診
午後心療内科
興学塾

建国記念の日
 

子育てサロン
（五社の杜）
小物づくりとお茶会
（五社の杜）
興学塾

興学塾
乳幼児健診
（ゆふね）

終日歯科休診
よさこいクラブ

いきいきサロン
（第６区集会所）
よさこいクラブ

終日内科休診
よさこいクラブ

いきいき教室
（若宮前）
よさこいクラブ

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 １ ２ ３

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝

興学塾

終日歯科休診
興学塾

いきいきサロン
（第８区集会所）
興学塾

いきいきサロン
（第３区山村活性化
支援センター）午前
いきいきサロン

（第１区集会所）午後
興学塾

終日内科休診
午前整形外科

いきいき教室
（南一丁目）
終日内科休診
終日歯科休診
午前整形外科

終日内科休診
午前整形外科

終日内科休診
午前整形外科

終日内科休診
午前整形外科

ツバキ科の常緑性小高木で、冬にピンクや
赤色の花を咲かせます。漢字では山茶花
と書き「さんさか」がなまって「さざんか」
となったようです。生命力が強く、刈り込
みや成形が比較的容易なことから、江戸
時代より庭木として親しまれてきました。
花の少ない冬期でも、ピンクと緑のコント
ラストがあちらこちらの庭を彩っている姿
をよく見かけます。花言葉は「困難に打ち
勝つ」「ひたむきさ」。

サザンカ

資源ごみ
毎週水曜日
プラ･ペット･
パック類

燃えないごみ
ビン類･カン類･

不燃物

燃えるごみ
毎週火金曜日

東電窓口の時間・場所は

12ページの「２月の賠償

金請求に関する東京電力

㈱相談窓口の開設」をご

覧ください。
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12月31日現在の人口  男性:1,421人　女性:1,342人　世帯数:1,242戸　総数:2,763人


